
「観光コンテンツ開発」「特産品開発」に関する 
検討ワークショップ 

 

 

日時：平成２９年７月５日 午後２時～ 
午後６時～ 

場所：幌延深地層研究センター国際交流施設 
   １階多目的ホール 

 

 

－議事次第－ 

 

 

１．開会 

 

２．幌延町地域振興（観光）計画について 【資料 1】 

 

３．平成 29 年度の事業等について 【資料 2】 

 

４．検討ワークショップの流れについて【資料 3】 

 

５．話題提供 

（１）稚内信用金庫幌延支店グルメ研究会「グルメアンケート」結果【資料 4】 

（２）協働のまちづくり活動支援制度【資料 5】 

 

６．グループ討議 

 

７．各テーブルからの発表 

 

８．その他 

 

９．閉会 
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平成 28 年度 検討ワークショップ結果 

①第１回検討ワークショップ 

まちの特産品グループ 

 

 

今ある特産品 活⽤できそうな資源 今後の取組

・牛乳
・牛乳製品（牛乳豆腐）

は売ることができる
のか？

・雪印バター
・バター・チーズ

・トナカイの肉
・トナカイの角を

使った教室
・トナカイ角細工

・合鴨

・有機野菜

・山菜

・下沼駅の湧水

・カザレッチョ
・パン・お菓子

（素材にこだわる）
・乳製品の開発
・牛乳カレー
・牛乳豆腐

・名林公園まつりで合鴨鍋
・音威子府そばとのコラボ
・近隣広域連携

・有機野菜の産地とする

・山菜ツアー化（自然保
護）

・企業と組んでペットボト
ル販売

・地元食材を使用したご当
地グルメ

・本物の食材を使用したメ
ニューを提供

こだわりを持った
本物の食材を
富裕層に！その他

・体験型の観光を実施
・場所、食を提供し長期滞在してもらう
・他町村と協力しツアーを作成（旅行会社依頼）
・道路が整備され人を呼び込むため、道の駅
・岩石？鉱物？化石？
・立坑を使った（実験・企業の誘致）
・体験型参加型のアトラクション（カブトヌマ）
・手書き風地図 ・ぬかなん駅
・青いケシの種 ・鹿肉（缶詰とか角）
・ダチョウ製品
・秋アジの産卵（八線川９月中～10月末まで）
・タイムリーイトウ（商品ラインナップ）

参考資料 
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まちの拠点グループ 

 

  

今
後

の
方

向
性

は
ど

う
す

る
？

・
町

民
の

観
光

客
を

受
け

入
れ

る
体

制
が

整
っ

て
い

な
い

・
ソ

フ
ト

が
重

要
、

ハ
ー

ド
は

駐
車

場
＋

ト
イ

レ
＋

シ
ャ

ワ
ー

・
こ

ん
な

拠
点

が
…

○
お

年
寄

り
（

町
の

文
化

を
持

っ
て

る
人

た
ち

）
と

交
流

で
き

る
場

○
息

抜
き

の
で

き
る

場
所

が
ほ

し
い

（
子

育
て

中
の

女
性

が
同

じ
環

境
の

人
・

先
輩

と
交

流
で

き
る

場
）

・
拠

点
は

マ
チ

に
ほ

し
い

！
（

中
心

商
店

街
）

・
拠

点
は

中
心

商
店

街
が

理
想

、
正

し
導

線
が

必
要

・
導

線
を

意
識

し
た

新
た

な
拠

点
づ

く
り

・
拠

点
と

は
、

あ
る

目
的

を
果

た
す

た
め

に
人

が
集

ま
る

と
こ

ろ
か

な
→

人
が

集
ま

る
仕

掛
け

が
必

要
！

ま
ず

や
っ

て
み

る
！

（
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
、

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

と
売

る
仕

掛
け

）

・
地

元
の

観
光

客
も

利
用

す
る

拠
点

を
！

○
川

の
駅

を
つ

く
る

（
カ

ヌ
ー

、
ソ

フ
ト

ク
リ

ー
ム

、
キ

ャ
ン

プ
場

、
特

産
）

○
道

の
駅

道
の

駅
が

あ
れ

ば
名

産
品

を
置

け
る

、
川

の
駅

（
カ

ヌ
ー

）
と

併
せ

れ
ば

い
い

の
で

は
？

↓
・

広
域

連
携

○
な

に
か

で
き

る
。

天
塩

豊
富

は
フ

ッ
ト

パ
ス

。
ヒ

ト
で

の
情

報
交

換
を

や
っ

て
い

る
○

ふ
っ

と
パ

ス
コ

ー
ス

が
あ

れ
ば

…

・
地

元
も

観
光

客
も

利
用

す
る

拠
点

を
！

○
ま

ち
の

人
が

あ
っ

て
よ

か
っ

た
と

思
え

る
も

の
そ

こ
に

観
光

客
は

集
ま

る
！

○
町

民
が

町
内

で
楽

し
め

な
い

と
外

か
ら

の
お

客
さ

ん
は

来
な

い
！

・
P

R
！

○
イ

ベ
ン

ト
開

催
（

釣
り

大
会

、
湿

原
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
）

○
B

級
グ

ル
メ

（
合

鴨
丼

、
幌

延
牛

乳
）

○
食

べ
物

（
名

物
）

○
乳

製
品

作
る

！

現
状

は
？

い
い

と
こ

ろ
は

？
・

ト
ナ

カ
イ

観
光

牧
場

食
事

も
い

い
ブ

ル
ー

ポ
ピ

ー
家

族
が

来
ら

れ
る

・
幌

延
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
花

が
い

っ
ぱ

い
ラ

イ
ダ

ー
も

来
て

い
る

木
道

の
整

備
が

m
u

s
t

ク
マ

よ
け

の
す

ず
ガ

イ
ド

が
い

る
と

O
K

・
天

塩
川

自
然

が
多

い
（

川
・

山
・

星
）

カ
ヌ

ー
が

で
き

る
立

派
な

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

（
公

園
）

が
あ

る
冬

の
除

雪
が

き
れ

い
（

雪
山

が
な

い
）

・
深

地
層

研
究

セ
ン

タ
ー

・
幌

延
駅

・
道

路
が

多
方

面
に

の
び

て
い

る

・
パ

ン
屋

（
ま

ち
な

か
の

）

課
題

は
？

・
道

道
１

０
６

号
景

色
が

い
い

、
も

っ
と

生
か

せ
る

！
（

も
っ

た
い

な
い

）
・

役
場

観
光

客
が

役
場

に
来

る
→

案
内

拠
点

が
あ

れ
ば

…
・

南
沢

町
営

牧
場

立
ち

入
り

禁
止

？
・

秘
境

駅
廃

駅
に

な
ら

な
い

？
・

観
光

施
設

が
P

R
不

足
！

○
心

象
館

金
田

先
生

知
っ

て
る

？
ア

ピ
ー

ル
不

足
・

名
物

が
必

要
！

○
ト

ナ
カ

イ
牧

場
ケ

シ
は

貧
相

。
ト

ナ
カ

イ
だ

け
で

は
N

G
。

名
物

が
必

要
。

立
地

が
悪

い



 

 

観観光による地
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地域づくり「

 

「Ａ」グルーープ 
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観光による地域づくり「Ｂ」グループ 
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②第２回検討ワークショップ 

まちの特産品グループ 

 

 

取
り

組
み

課
題

牛
乳

・
牛

乳
（

シ
ン

プ
ル

に
飲

み
た

い
）

・
バ

タ
ー

を
使

っ
て

銘
菓

と
コ

ラ
ボ

・
北

海
道

乳
製

品
メ

ー
カ

ー
と

の
連

携
・

牛
乳

豆
腐

を
お

店
で

提
供

・
牛

乳
寒

天
な

ど
幌

延
ら

し
さ

を
出

し
て

●
牛

乳
の

産
地

を
ど

う
す

る
か

？
→

幌
延

牛
乳

ブ
ラ

ン
ド

化
→

第
三

者
の

評
価

●
牛

乳
豆

腐
は

初
乳

じ
ゃ

な
い

と
で

き
な

い
・

時
期

限
定

⇒
酪

農
家

が
自

ら
の

名
前

で
出

す

湧
水

・
下

沼
湧

水
を

使
っ

た
豆

腐
・

酒
・

下
沼

の
湧

水
を

町
内

の
飲

食
店

で
使

用
す

る
（

お
冷

）

体
に

良
い

水
は

売
り

に
な

る

ト
ナ

カ
イ

・
ジ

ャ
ー

キ
ー

（
ト

ナ
カ

イ
・

カ
モ

）
・

産
地

と
し

て
こ

だ
わ

る
・

ト
ナ

カ
イ

肉
の

再
利

用
（

ト
ナ

カ
イ

肉
と

フ
キ

、
タ

ケ
ノ

コ
の

い
た

め
た

も
の

を
ジ

ン
ロ

ッ
ク

で
）

↑サ
ン

タ
さ

ん
の

乗
り

物
な

の
で

食
べ

な
く

て
も

良
い

の
で

は

●
ト

ナ
カ

イ
の

増
頭

→
使

う
な

ら
増

や
す

個
人

経
営

の
た

め
中

々
厳

し
い

→
飼

育
環

境
の

充
実

販
売

店
は

ど
こ

か
・

実
行

者
は

誰
か

加
工

・
生

産
す

る
施

設
⇒

や
る

な
ら

本
気

で
！

カ
モ

・
合

鴨
の

ハ
ム

合
鴨

増
頭

野
菜

・
野

菜
の

生
産

地
と

な
る

有
機

野
菜

の
売

り
方

有
機

野
菜

に
興

味
の

あ
る

若
者

が
増

え
て

い
る

何
ら

か
の

方
法

で
地

元
に

引
き

込
む
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まちの拠点グループ 

 

  

●
今

欲
し

い
も

の
は

？
→

●
道

の
駅

（
的

な
機

能
を

持
っ

た
施

設
）

（
1

0
：

0
0

-
2

0
：

0
0

開
館

o
r 

9
：

0
0

-
2

1
：

0
0

開
館

な
ど

夜
も

使
え

る
よ

う
に

）
●

観
光

案
内

所
・

情
報

館
●

車
中

泊
可

の
駐

車
場

●
ト

イ
レ

（
増

設
・

き
れ

い
で

あ
ず

ま
し

い
ト

イ
レ

）

●
W

i-
F

i（
駅

な
ど

に
設

置
）

●
お

い
し

い
レ

ス
ト

ラ
ン

（
食

堂
）

●
屋

台
村

・
出

展
ブ

ー
ス

●
広

い
温

泉
●

町
民

が
集

ま
れ

る
場

→
・

幌
延

の
昔

話
を

お
年

寄
り

か
ら

話
を

聞
け

る
場

・
場

所
・

同
じ

趣
味

を
持

つ
人

が
集

ま
る

場
所

●
楽

し
い

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
・

ト
ナ

カ
イ

を
使

っ
た

体
験

（
聖

地
サ

ン
タ

の
里

）
・

ト
ナ

カ
イ

観
光

牧
場

を
ワ

ン
ピ

ー
ス

の
物

語
に

関
連

付
け

る

・
ト

ナ
カ

イ
に

キ
ャ

ラ
付

け
！

・
多

様
な

方
に

向
け

た
天

体
観

測
●

地
元

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

ト
ナ

カ
イ

牧
場

の
花

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
・

川
の

ク
リ

ー
ン

ア
ッ

プ
な

ど

●
幌

延
の

拠
点

っ
て

何
？

→
誰

に
対

し
て

の
拠

点
？

（
町

民
o
r観

光
客

？
両

方
？

）
・

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

・
ト

ナ
カ

イ
牧

場
・

役
場

・
三

日
月

湖
付

近

・
天

塩
川

川
の

駅
・

国
道

（
R

4
0

）

⇒
今

あ
る

も
の

を
活

か
し

て
！
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観光による地域づくりグループ 

 

  

既
存

観
光

の
磨

き
上

げ
自

然
資

源
を

活
用

し
た

体
験

型
観

光
新

た
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

創
出

ア
イ

デ
ィ

ア
●

受
入

施
設

受
け

皿
整

備
ホ

テ
ル

（
ベ

ッ
ド

ト
イ

レ
付

）
・

タ
ク

シ
ー

・
バ

ス
・

快
適

性
の

あ
る

ト
イ

レ
な

ど
●

ト
ナ

カ
イ

牧
場

肉
を

食
べ

た
い

赤
ち

ゃ
ん

の
成

長
記

録
命

名
権

ト
ナ

カ
イ

乗
り

（
子

供
が

タ
ー

ゲ
ッ

ト
）

ワ
ン

ピ
ー

ス
の

チ
ョ

ッ
パ

ー
の

世
界

観
を

再
現

（
桜

並
木

な
ど

）
北

欧
的

な
町

づ
く

り
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

の
資

格
を

取
る

ト
ナ

カ
イ

牧
場

の
説

明
ゆ

め
地

層
来

訪
者

●
ノ

ー
ス

ガ
ー

デ
ン

角
細

工
増

産
・

出
品

青
い

ケ
シ

の
種

を
欲

し
が

る
人

が
多

い
エ

キ
ス

抽
出

※
ま

ず
ト

ナ
カ

イ
・

花
の

整
備

！
新

し
い

こ
と

は
し

な
く

て
い

い
※

課
題

：
観

光
の

組
織

化

●
サ

ロ
ベ

ツ
湿

原
サ

ロ
ベ

ツ
湿

原
の

遊
歩

道
の

整
備

ガ
イ

ド
育

成
花

暦
星

空
体

験
鳥

屋
さ

ん
取

り
組

み
ナ

イ
ト

ハ
イ

ク
自

然
資

源
の

情
報

発
信

（
花

・
動

植
物

の
風

景
）

●
ツ

ア
ー

の
提

案
渡

り
鳥

観
察

ツ
ア

ー
（

春
・

秋
・

冬
）

水
資

源
ツ

ア
ー

（
湿

原
・

サ
ロ

ベ
ツ

川
・

湧
水

）
環

境
保

全
ツ

ア
ー

（
木

道
の

修
繕

・
沼

の
清

掃
・

湿
原

の
笹

刈
・

ヘ
ル

ス
ツ

ー
リ

ズ
ム

な
ど

）
●

北
大

研
究

林
探

検
的

な
子

供
向

け
学

習
宇

コ
ザ

ク
ラ

山
菜

体
験

・
食

事
会

※
課

題
：

個
人

ガ
イ

ド
の

育
成

・
組

織
化

●
湿

原
ツ

ア
ー

サ
ロ

ベ
ツ

原
野

セ
ン

チ
ュ

リ
ー

ラ
イ

ド
（

自
転

車
）

の
開

店
。

コ
ー

ス
：

幌
延

→
豊

富
→

風
車

→
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
●

景
観

夕
カ

フ
ェ

の
開

く
※

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

に
あ

る
展

望
台

の
上

で
喫

茶
店

を
開

く
。

夕
日

を
眺

め
る

。
稚

内
の

朝
カ

フ
ェ

⇔
幌

延
⇔

豊
富

●
秘

境
駅

ツ
ア

ー
Ｊ

Ｒ
下

沼
駅

で
喫

茶
店

下
沼

駅
カ

フ
ェ

（
湧

水
コ

ー
ヒ

ー
・

山
菜

料
理

）
●

鉄
人

と
地

球
の

交
流

（
複

合
で

）
（

コ
ス

モ
ス

・
キ

ク
芋

育
成

・
山

菜
体

験
・

除
雪

か
ま

く
ら

）
●

鉄
・

折
り

畳
自

転
車

編
行

駅
近

く
の

ス
ポ

ッ
ト

で
釣

り
・

名
所

め
ぐ

り
な

ど
細

微
化

タ
ー

ゲ
ッ

ト
町

民
が

楽
し

め
て

観
光

の
方

も
楽

し
め

る
ま

ず
町

民
ア

ジ
ア

系
外

国
人

・
本

州
の

人

町
民

が
自

然
資

源
を

知
る

機
会

を
作

る
サ

イ
ク

リ
ト

道
内

の
人

鉄
道

愛
好

家

担
い

手
受

け
皿

が
な

い
・

仕
組

み
を

作
る

の
は

誰
？

町
民

か
ら

け
し

か
け

る
！

強
烈

な
キ

ー
マ

ン
実

行
部

隊
・

企
画

舞
台

観
光

協
会

に
専

任
ス

タ
ッ

フ
が

い
な

い

ガ
イ

ド
の

育
成

ガ
イ

ド
の

常
駐

北
大

研
究

林
認

定
ガ

イ
ド

サ
ン

タ
（

1
2

0
ｋ

ｇ
以

上
）

歩
道

整
備

ツ
ア

ー
ま

ず
は

何
か

一
発

！
メ

デ
ィ

ア
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③第３回検討ワークショップ 

１班 

 

  

具
体

的
な

取
り

組
み

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ど
こ

で
誰

が
い

つ
そ

の
他

ト
ナ

カ
イ

P
R

・
ト

ナ
カ

イ
の

そ
り

、
サ

ン
タ

か
ら

プ
レ

ゼ
ン

ト
　

（
ホ

ッ
ト

ミ
ル

ク
の

提
供

）
・

ト
ナ

カ
イ

の
角

で
作

品
を

作
る

体
験

・
ト

ナ
カ

イ
の

こ
ど

も
と

写
真

を
撮

る
・

ト
ナ

カ
イ

牧
場

を
旅

行
会

社
に

P
R

し
て

団
体

旅
行

　
の

企
画

に
入

れ
て

も
ら

う

ト
ナ

カ
イ

牧
場

通
年

１
２

月

食 ・
特

産
品

を
使

っ
た

丼
な

ど
開

発
　

（
ト

ナ
カ

イ
丼

・
合

鴨
丼

）
・

酪
農

体
験

（
乳

し
ぼ

り
・

チ
ー

ズ
作

り
e
tc

）
・

山
菜

体
験

・
食

事
会

・
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
展

望
台

に
て

喫
茶

店
・

飲
食

店
の

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

駅
弁

予
約

制
（

旅
弁

当
）

の
宣

伝
・

販
売

。
（

主
に

旅
行

者
対

象
）

・
企

画
乗

車
券

利
用

者
（

提
示

）
で

一
品

サ
ー

ビ
ス

（
1

ド
リ

ン
ク

）
飲

食
店

利
用

促
進

各
お

店
ご

と
に

協
力

各
お

店
ご

と
に

協
力

い
つ

で
も

1
0

月
の

農
家

さ
ん

が
忙

し
く

な
い

時
期

４
～

５
月

衛
生

管
理

体
制

を
整

え
る

協
力

い
た

だ
け

る
町

内
飲

食
店

北
海

道
の

許
可

・
お

店
の

協
力

体
制

情
報

・
「

今
日

の
幌

延
」

を
ブ

ロ
グ

で
発

信
（

町
内

の
駅

・
風

景
・

季
節

・
町

の
話

題
等

）
・

町
内

飲
食

店
の

情
報

発
信

の
強

化

食
べ

ロ
グ

へ
の

登
録

利
用

者
目

線
の

情
報

提
供

S
N

S
で

の
発

信
飲

食
店

（
公

式
）

資
源

・
発

掘
・

雄
信

内
地

区
に

あ
る

山
道

の
整

備
（

写
真

が
す

ば
ら

し
い

）
・

星
空

の
綺

麗
に

見
え

る
ス

ポ
ッ

ト
・

ブ
ル

ー
ポ

ピ
ー

の
苗

が
買

え
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

・
ク

リ
ス

マ
ス

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

・
幌

延
P

R

町
民

が
一

緒
に

花
ま

ち
づ

く
り

１
１

月
下

旬
～

１
２

月

名
産

品
コ

ン
テ

ス
ト

全
国

ネ
ッ

ト
で

募
集

・
大

会
は

幌
延

で
住

民
＋

全
国

春
か

ら
募

集

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
（

観
光

ス
ポ

ッ
ト

、
ま

ち
な

か
で

）
を

行
い

抽
選

で
宿

泊
券

プ
レ

ゼ
ン

ト

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

で
街

を
彩

る
ま

ち
な

か
１

２
月
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２班 

 

  

具
体

的
な

取
り

組
み

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ど
こ

で
誰

が
い

つ
そ

の
他

①
既

存
観

光
施

設
の

魅
力

向
上

・
ブ

ル
ー

ポ
ピ

ー
に

こ
だ

わ
ら

ず
、

北
方

系
・

高
山

植
物

が
豊

富
。

こ
れ

を
も

っ
と

活
用

し
て

は
？

（
ノ

ー
ス

ガ
ー

デ
ン

）

②
雄

大
な

自
然

資
源

の
活

用
・

幌
延

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

で
の

ガ
イ

ド
メ

ニ
ュ

ー
の

　
充

実
化

・
景

観
の

保
持

（
増

設
に

よ
り

現
在

の
す

ば
ら

し
い

　
景

観
を

つ
ぶ

す
こ

と
は

し
な

い
で

）
・

幌
延

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

に
ガ

イ
ド

が
必

要
で

は
？

③
幌

延
ら

し
い

観
光

の
創

出
・

冬
歩

く
ス

キ
ー

で
パ

ン
ケ

沼
へ

い
こ

う
！

・
見

渡
せ

る
の

が
売

り
・

年
齢

・
性

別
に

応
じ

た
観

光
コ

ー
ス

・
乗

り
物

の
な

い
人

呼
び

込
み

・
習

字
体

験
ツ

ア
ー

④
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
と

な
る

拠
点

の
整

備

⑤
地

域
特

産
品

の
開

発
・

湧
水

マ
ッ

プ
作

成
・

情
報

発
信

・
特

産
品

と
し

て
、

た
べ

て
人

気
が

あ
る

の
は

ジ
ン

ギ
ス

カ
ン

な
の

で
、

羊
肉

の
生

産
を

始
め

る
（

個
人

出
資

）

町
が

来
年

か
ら

⑥
情

報
発

信
の

強
化

・
湿

原
の

P
R

（
w

e
b

・
紙

媒
体

な
ど

）
　

※
国

立
公

園
な

の
に

不
足

・
夏

・
冬

・
季

節
に

応
じ

た
通

年
で

人
を

呼
べ

る
も

の
　

が
必

要
で

は
な

い
か

⑦
幌

延
ら

し
い

滞
在

メ
ニ

ュ
ー

の
開

発
・

酪
農

体
験

、
民

泊
支

援
（

農
家

は
忙

し
い

）

⑧
冬

の
に

ぎ
わ

い
創

出
・

冬
季

閉
鎖

す
る

施
設

が
多

い
の

で
冬

な
ら

で
は

の
楽

し
め

る
も

の
を

作
っ

て
い

き
た

い
（

ふ
る

さ
と

の
森

の
ふ

れ
あ

い
の

館
の

デ
ッ

キ
部

に
巨

大
ツ

リ
ー

設
置

）
・

山
村

広
場

ふ
る

さ
と

の
森

名
林

公
園

ク
リ

ス
マ

ス
の

時
期

夏
ー

名
林

公
園

祭
り

冬
ー

雪
ま

つ
り

（
復

活
さ

せ
る

）

※
活

動
資

金
は

ど
う

す
る

？

・
助

成
金

を
活

用

・
町

が
管

理
？

・
観

光
協

会
が

軸

そ
の

他
の

取
り

組
み

●
お

も
て

な
し

を
！

　
・

稚
内

空
港

の
出

迎
え

、
降

車
駅

へ
の

出
迎

え
　

・
旅

：
食

う
・

寝
る

・
遊

ぶ
　

・
宿

泊
施

設
増

や
す

　
・

温
泉

施
設

を
作

る
　

（
ま

ち
な

か
で

日
帰

り
入

浴
で

き
る

よ
う

な
施

設
）

●
推

進
体

制
＝

実
行

部
隊

・
・

・
・

・
・

定
年

後
の

高
齢

者
（

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

な
ど

）
　

・
や

る
人

が
現

状
い

な
い

た
め

、
そ

れ
を

担
う

団
体

及
び

組
織

を
整

備
す

る
　

・
実

施
部

隊
の

整
備

『
観

光
協

会
』

　
・

参
加

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る

●
戦

略
づ

く
り

　
・

観
光

客
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
は

定
め

な
く

て
よ

い
の

か
　

・
空

き
家

を
整

備
し

て
、

観
光

客
（

町
外

都
市

圏
）

に
最

低
１

週
間

で
貸

出
し

将
来

の
定

住
に

つ
な

げ
商

店
の

活
性

化
に

も
貢

献
す

る

体
制

（
？
）を

整
え
る

・
「
町

－
連

絡
会

－
部

会
」
－

リ
ー
ダ

ー
－

実
施

⇓

・
リ
ー
ダ
ー
（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
チ
ー
ム
）が

必
要

⇓

・
各

種
実
施
部
隊
・ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（e
x.
業
種
・関

心
ご
と
・
世
代
）

⇓

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
・
登
録
を
ま
ず
す
ぐ
に
！

⇓

・
町

内
団
体
の
協
力

・
実

施
範
囲
・
権
原

（
e
x.
行
政
手
続
き
・関

係
先
と
の
調
整
・予

算
物
品
調
達
）
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３班 
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平成 28 年度 子供のアイデアコンテスト結果 

幌延に住む子ども達が考える、観光振興に関

するアイデア募集するため、「おいでよ！ほろの

べアイデアコンテスト」を実施しました。 

図表 18.コンテスト実施概要 

応募資格 
幌延町在住の小学生・中学生・

高校生 

応募内容 イラスト、作文、レポートなど

応募状況 ９作品 

 

「幌延町地域振興（観光）計画」検討会にお

いて入賞作品の審査を実施し、応募９作品の中

からグランプリ、準グランプリを各１作品、ブ

ルピー賞を２作品選出しました。 

 

 

 

 

 

賞 アイデアの内容 応募者属性 

グランプリ サンタクロースが乗ったソリをトナカイに引かせて、町を

走らせる。 

小学５年生 

男子 

準グランプリ 幌延町で有名な「トナカイ」をさらに宣伝し、観光牧場を

広げる。また、他では見られない「ブルーポピー」で、ブ

ルーポピー畑をつくり、宣伝する。 

中学 1 年生 

女子 

ブルピー賞 利尻富士が美しく見える風景の良い場所で、合鴨や幌延産

の野菜を使ったメニューが食べられる「カモカフェ」を開

設する。 

小学３年生 

女子 

ブルピー賞 トナカイ観光牧場に「サンタさんポスト」を設置し、手紙

をくれた子ども達に、クリスマスの日にサンタさんからの

手紙を届ける。 

小学３年生 

女子 

 

  

コンテストのチラシ 
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グランプリ 小学５年生 男子 

 

準グランプリ 中学 1 年生 女子 
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ブルピー賞 小学３年生 女子 

 

ブルピー賞 小学３年生 女子 

 

 



 

計画の策定にあたっては、『幌延町まち・ひと・しごと創生会議「幌延町地域振興（観光）計
画」検討会』を設置し、内容検討等や観光資源調査を行いました。また、町民の意見を広く取り
入れるため検討ワークショップの開催、さらに各種アンケート調査、小・中・高校生を対象とし
た観光アイデアコンテストを実施し、計画策定の参考としています。 

項目 概要 実績 

幌延町地域振興（観
光）計画」検討会 

観光関係者や公募の他、産官学金労
言議による検討会を開催 

委員として22名が委嘱され、全5

回の検討会を開催した。 

検討ワークショップ 
特産品開発や拠点づくり、まちづく
りの3つのテーマで検討 

延べ73人が参加し、検討ワーク
ショップを全3回開催した。 

観光資源調査 
夏期・秋期・冬期の観光資源につい
て関係者や町民等と調査 

延べ35人が参加し、夏・秋・冬全
3回の調査を実施した。 

おいでよ！ほろのべ 

アイデアコンテスト 

幌延町に住む小学生、中学生、高校
生を対象にアイデア募集 

全9作品の応募があり、グランプリ、
準グランプリ等を選出した。 

町民アンケート調査 
観光に関する町民の意識等を把握す
るためのアンケートを実施 

調査票103票を回収し、町民の意
識等について分析した。 

旅行者アンケート調
査 

旅行者のニーズ等を把握するため観
光客にアンケートを実施 

調査票404票を回収し、旅行者の
ニーズ等について分析した。 

まちづくり講演会 
地域活性化と観光に関する講演会を
開催 

商店街活性化や道の駅・景観の専門
家を招聘し、講演会を開催した。 

記載されている計画 

指標 
平成24年度 

実績 

平成31年度 

（2019年度） 

目標 
第5次幌延町総合

計画 

幌延町まち・ひ
と・しごと創生総

合戦略 

● 
観光資源に恵まれたま
ちと思う人の割合 

13.1% 18% 

● ● 観光入り込み客数 121,782人 130,000人 

● ● 
トナカイ観光牧場入場
者数 

48,244人 50,000人 

● 鉄道系観光客数 － 500 人 

本計画は、幌延町総合計画の下位に位置付けられることから、「幌延町総合計画」 及び「幌延
町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の観光振興に関する数値の達成を目標とします。 

全体連絡会（幌延町まち・ひと・しごと創生会議） 

地域振興（観光）計画の進捗を確認し、今後の取組み等について協議・検討する場。 

特産品開発部会 

幌延らしい特産品開発に
ついて、具体的な取組み
を検討する部会 

観光コンテンツ開発部会 

幌延らしい観光コンテン
ツ開発について、具体的
な取組みを検討する部会 

拠点検討部会 

道の駅を含めた、観光拠
点の整備等について検討

する部会 

表1.本計画策定に関わる調査・検討 

表2.幌延町総合計画及び幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略の目標 

観光に関係する組織や団体の他、商工業者、農業者、町民、行政等、幅広い主体がそれぞれの
役割に応じて連携・協働し、まちの総力をあげて、本計画を推進する必要があります。 

図2.今後の推進体制図 

資料1



「楽しい・美味しい・美しい」に
出逢えるまち 

HORONOBE/ほろのべ 

主要な施策 

基本理念 
①観光振興を通じてまちが“潤
い・元気”になる 

⑤“町民みんなが活躍”すること
で、人口減少に負けない観光
まちおこしを実現する 

②幌延にしかない貴重な体験・経
験を提供し、“幌延ファン”
を増やす 

③立地を活かし、宗谷地域を訪れ
る観光客の“交流点”となる 

④エネルギーを生産・研究するま
ちとして、“観光・環境・学
術の共存”を目指す 

基本戦略 
戦略１．既存観光施設の魅力向上 トナカイ 

観光牧場 

ノースガーデン 

幌延ビジターセ
ンター及びサロ
ベツ原野エリア 

ｵﾄﾝﾙｲ風力発電所 

戦略1-1 観光客受入環境整備の推進 

戦略1-2 トナカイのイメージを活かした演出 

戦略1-3 美しく花を見せる花壇の整備 

戦略1-4 自然を体感できるメニューの開発と提供 

戦略1-5 木道等の環境整備 

戦略1-6 クリーンエネルギーや風車を体感できるメニューの開発 

戦略６．冬の賑わい創出 戦略6-1 アイスキャンドル等による官民連携・協働イベントの開催 

戦略２．雄大な自然資源の活用 
戦略2-1 北大天塩研究林を活用した教育型プログラムの開発と提供 

戦略2-2 四季に応じた体験メニューの開発（山菜、鮭の遡上、バードウォッチング等） 

戦略３．幌延らしい新しい観光の創
出 

戦略3-1 秘境駅等の鉄道資源を活用した観光振興 

戦略3-2 サイクリングやカヌー、フィッシング、徒歩等のクワイエットスポーツに
よる観光振興 

戦略８．幌延町と宗谷地域における
交流・交通の要処となる拠
点の整備 

戦略8-1 町民や多様な旅行者が集う拠点 

戦略8-2 地域特産品の販売など、まちのブランド化、活性化につながる拠点 

戦略8-3 道や川など多様な移動手段の拠点 

戦略４．幌延らしい滞在メニュ 

ーの開発 

戦略4-1 豊かな自然を身近に感じるキャンプ場の利活用 

戦略4-2 酪農等を体験する農家民泊の実施 

戦略５．地域特産品の開発 戦略5-1 酪農の6次産業化や特産品開発 

戦略5-2 トナカイや合鴨の生産強化及び新たな商品の開発 

戦略5-3 地域特性を活かした農業の展開 

戦略5-4 湧水の活用 

戦略5-5 外部連携よる食資源の活用 

戦略７．情報発信の強化 戦略7-1 動画等による情報発信の強化 

戦略7-2 観光大使による情報発信の強化 

戦略7-3 町内飲食店の情報発信の強化 

戦略7-4 ホスピタリティの充実 

図1.計画内容一覧 

目指す姿 
～北緯45°のゲートウェイ 

【関所】を目指して～ 

メイン 

サブテーマ 



幌延町地域振興（観光）計画
今年度の取組みについて

平成２９年７月５日

「観光コンテンツ開発」「特産品開発」に関する検討ワークショップ

資料２



幌延町地域振興（観光）計画について

1

平成28年度に「幌延町地域振興（観光）計画」を策定。主な内容は、以下の通り。

①観光振興を通じてまちが“潤い・元気”に
なる

⑤“町民みんなが活躍”することで、人口減
少に負けない観光まちおこしを実現する

②幌延にしかない貴重な体験・経験を提供し、
“幌延ファン”を増やす

③立地を活かし、宗谷地域を訪れる観光客の
“交流点”となる

④エネルギーを生産・研究するまちとして、
“観光・環境・学術の共存”を目指す

基本戦略

戦略１．既存観光施設の魅力向上

戦略６．冬の賑わい創出

戦略２．雄大な自然資源の活用

戦略３．幌延らしい新しい観光の創出

戦略８．幌延町と宗谷地域における交
流・交通の要処となる拠点の整備

戦略４．幌延らしい滞在メニューの開発

戦略５．地域特産品の開発

戦略７．情報発信の強化

「楽しい・美味しい・美しい」に
出逢えるまち

HORONOBE/ほろのべ

～北緯45°のゲートウェイ
【関所】を目指して～

メイン

サブテーマ

基本理念

目指す姿



幌延町地域振興（観光）計画について

2

計画の策定にあたっては、『幌延町まち・ひと・しごと創⽣会
議「幌延町地域振興（観光）計画」検討会』を設置し、内容検討
等や観光資源調査を実施。また、検討ワークショップの開催、さ
らに各種アンケート調査、⼩・中・⾼校⽣を対象とした観光アイ
デアコンテストを実施。

項⽬ 概要
幌延町地域振興（観光）計
画」検討会

観光関係者や公募の他、産官学⾦労⾔議に
よる検討会を開催

検討ワークショップ 特産品開発や拠点づくり、まちづくりの3つ
のテーマで検討

観光資源調査 夏期・秋期・冬期の観光資源について関係
者や町⺠等と調査

おいでよ！ほろのべ
アイデアコンテスト

幌延町に住む⼩学⽣、中学⽣、⾼校⽣を対
象にアイデア募集

町⺠アンケート調査 観光に関する町⺠の意識等を把握するため
のアンケートを実施

旅⾏者アンケート調査 旅⾏者のニーズ等を把握するため観光客に
アンケートを実施

まちづくり講演会 地域活性化と観光に関する講演会を開催

本計画策定に関わる調査・検討

記載計画
指標 平成24年度

実績
平成31年度

⽬標総合
計画

総合
戦略

● 観光資源に恵まれたま
ちと思う⼈の割合 13.1% 18%

● ● 観光⼊り込み客数 121,782⼈ 130,000⼈

● ● トナカイ観光牧場⼊場
者数 48,244⼈ 50,000⼈

● 鉄道系観光客数 － 500 ⼈

幌延町総合計画及び幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略の目標

表紙



平成29年度の取組みについて

3

（１）関連事業者からの意⾒聴取

商⼯会、飲⾷店、旅館等町内の観光関連事業者から、現状・将来展望等について聴き取りする。
※平成29年6⽉12⽇〜13⽇に15団体にヒアリングを実施。

（２）検討委員会、ワークショップ及び庁内協議の開催

アクションプランの内容検討及び「観光コンテンツ開発」、「特産品開発」、「拠点整備」のテーマ
について協議・検討する。※資料及び会議録作成、運営補助

①検討委員会【5回】 ②検討ワークショップ【2回】

（３）計画の推進に向けた試⾏調査等の実施

計画の推進⽅策等について検討するため、試⾏調査を実施する。
①町内ボランティアによる施設の環境整備（トナカイ観光牧場ノースガーデン等）
②体験コンテンツ開発（遊び体験：カヌー・⾃転⾞・釣り等）
③地元⾷材等を使⽤した料理の試⾷会（⽣乳・トナカイ・合鴨等）

（４）講演会の開催

幌延町における観光のあり⽅を町⺠とともに学び、共有するため、観光振興に関連する講演会を1回
開催する。

（５）アクションプランの策定

上記（１）〜（４）での結果を踏まえ、⾏動計画を策定する。併せて頒布⽤の概要版を策定する。



平成29年度の取組みについて

4

（２）検討委員会、ワークショップ及び庁内協議の開催

アクションプランの内容検討及び「観光コンテンツ開発」、「特産品開発」、「拠点整備」のテーマ
について協議・検討する。※資料及び会議録作成、運営補助
①検討委員会【5回】

アクションプランの策定を⽬的とし、まち・ひ
と・しごと創⽣会議メンバーを中⼼に検討委員会
を組織し、5回の会議を開催する。
回数 内容

第1回
・業務概要及びスケジュールの説明
・関連事業者からの意⾒聴取速報
・アクションプランのあり⽅検討

第2回 ・第1回検討ワークショップ結果の報告
・体験コンテンツ開発や試⾷会についての検討

第3回
・町内ボランティアによる施設の環境整備、体験

コンテンツ開発、試⾷会の報告
・アクションプランのたたき台検討

第4回 ・第2回検討ワークショップ結果の報告
・アクションプラン案検討

第5回 ・アクションプラン最終確認

②検討ワークショップ【2回】
「観光コンテンツ開発」「特産品開発」、「拠

点整備」について具体的な検討を⽬的に、検討委
員会及び⼀般公募者によりワークショップを⾏う。
回数 内容

第1回

・業務概要及びスケジュールの説明
＜検討テーマ＞
・観光コンテンツ開発／モニターツアーの検討
・特 産 品 開 発 ／試⾷会の検討
・拠 点 整 備 ／拠点として必要な機能選定

第2回

・第1回検討ワークショップ結果の報告
・町内ボランティアによる施設の環境整備、体験

コンテンツ開発、地元⾷材等を使⽤した料理の
試⾷会の報告

＜検討テーマ＞
・アクションプランの検討

会議名 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
検討委員会 6/21 ● ● ● ●

検討
ワーク

ショップ

観光コンテンツ開発 ● ●
特産品開発 ● ●
拠点整備 ● ●

スケジュール（想定）



（３）計画の推進に向けた試⾏調査等の実施

計画の推進⽅策等について検討するため、試⾏調査を実施する。

平成29年度の取組みについて

5

①町内ボランティアによる施設の環境整備（トナカイ観光牧場ノースガーデン等）
町⺠や関係者する⽅々に現状を理解いただき、協働体制を構築するために、トナカイ観光牧場ノー

スガーデンの花壇整備・維持管理について、町内ボランティアを募集し⾏う。

実施時期・内容(案)
6⽉30⽇／花の植栽・花壇の整備
8⽉中旬／雑草除去等、花壇の維持管理
10⽉下旬／越冬準備

②体験コンテンツ開発（遊び体験：カヌー・⾃転⾞・釣り等）
検討会や検討ワークショップにて検討した体験コンテンツについて、観光を学ぶ学⽣を招聘しモニ

タツアーを実施。観光コンテンツ化に向けて調査・検討を⾏う。

③地元⾷材等を使⽤した料理の試⾷会（⽣乳・トナカイ・合鴨等）
特産品開発の検討ワークショップでの結果を踏まえ、地元の⾷材を使⽤した料理の試⾷会を開催す

る。なお、具体的な実施⽅法については、ワークショップを通して検討する。

実施内容 ①モニターツアーの実施【2泊3⽇予定】 ※コースは今後検討
②モニターへのアンケート及び意⾒交換会の実施

実施⽇（予定） 平成29年8⽉17⽇（⽊）〜19⽇（⼟）

協⼒頂く学校・教授 札幌国際⼤学観光学部国際観光学科 教授 河本 光弘ゼミ
※留学⽣を含む10名程の学⽣を予定



平成29年度 実施報告

6

（１）関連事業者からの意⾒聴取

平成29年6⽉12⽇〜13⽇に商⼯会や観光協会、
企業、旅館、飲⾷店組合等、町内の観光関連事業者
から、現状・将来展望等について聴き取り（ヒアリ
ング）を実施した。

（３）計画の推進に向けた試⾏調査等の実施

①町内ボランティアによる施設の環境整備（トナカ
イ観光牧場ノースガーデン等）
町⺠や関係者する⽅々に現状を理解いただき、

協働体制を構築するために、トナカイ観光牧場
ノースガーデンの花壇整備として、⻘いケシ（ブ
ルーポピー）のフラワーボランティアを実施した。

⽇時：平成29年6⽉30⽇（⾦）10:00〜11:20
内容：⻘いケシ（ブルーポピー）の植栽
参加者：町⺠等20名、幌延町⽴⼩学校2年⽣23名

⽇時：平成29年6⽉12⽇（⽉）〜13⽇（⽕）
内容：・基本情報 ・利⽤者等の現状

・幌延町地域振興（観光）計画の認識と意⾒
・幌延町の活性化や振興に関してこれまで取

り組んだこと
・幌延町の活性化や観光振興においての課題

や重要視すべきこと
・今後取組みたいこと

対象： 1 幌延町観光協会
2 幌延町商⼯会
3 幌延町調理飲⾷店組合（サロベツ会館）
4 幌延町農業協同組合
5 幌延町⽴北星園安⼼⽣産農園
6 稚内信⽤⾦庫幌延⽀店
7 雪印メグミルク（株）幌延⼯場
8 幌延深地層研究センター
9 JR北海道幌延駅
10 天塩ハイヤー
11 商⼯会⻘年部
12 ワラベンチャー問寒クラブ
13 北⽃観光物産（北⽃荘）
14 名⼭（光栄荘）



「観光コンテンツ開発」「特産品開発」に関する
検討ワークショップについて

資料３

平成２９年７月５日

「観光コンテンツ開発」「特産品開発」に関する検討ワークショップ



１．検討ワークショップの流れ

平成２９年７月５日

平成２９年１２月頃

今年度の
具体的な

取組みを
検討

今年度の
結果を踏
まえ、今
後の検討

アクション
プランに
反映

昨年度策定した幌延町地域振興（観光）計画や今年度の取組み概要、本ワークショップの
位置づけを説明。その後、『①観光コンテンツ開発』『②特産品開発』のグループに分かれ、
今年度の具体的な取組みについてグループ討議を行う。

第１回目の検討ワークショップや具体的な取組み結果等について説明。その後、幌延町地
域振興（観光）の具体的なプラン（アクションプラン）について、グループ討議を行う。

各種取組みや調査、検討ワークショップの結果を踏まえ、

「幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン」を策定する。

＜目的＞

「観光コンテンツ開発」「特産品開発」の具体的な取組みやアクションプランについて、
町民みなさんの意見を広く取り入れ・検討を行う。

1



２．第１回ワークショップの実施内容

所要時間 項目 内容

2分 １．開会 ・開会挨拶

5分
２．幌延町地域振興（観光）計画に

ついて
・昨年度策定した「幌延町地域振興（観光）計画」の概要について、説明

15分 ３．平成29年度の事業等について ・今年度予定している各種事業について説明

10分
４．検討ワークショップの流れにつ

い
・今回のワークショップの流れについて説明

70分 ５．グループ討議

・テーブル（「①観光コンテンツ開発」「②特産品開発」）に分かれて討議
・進行役（ファシリテーター）、decが各テーブル担当

～ワークショップの進め方～
①グループごとに自己紹介【2分】
→地域の方はお互いを知っているかもしれませんが、初対面の方もいるかもしれません

ので、幌延町の好きなところと一緒に簡単に自己紹介して下さい。
②「発表役」を決める【3分】
→テーブルからの全体発表を行う発表者を選出して下さい。

③各テーマの“今年の実施内容”“その理由”をそれぞれ考え付箋に書き、模造紙に貼って
もらう【25分】
→模造紙のそれぞれ貼ってもらい、それぞれの付箋の内容についてお話し頂き、グルー

ピングする。
④各テーマで出された意見から“優先度”を検討【20分】
→模造紙に貼った付箋を見ながら、今年実施する優先度について討議する。

⑥テーブル検討結果のまとめ【10分】
→テーブルの検討結果について整理し、発表者及びテーブルメンバーと確認します。

10分 ６．各テーブルからの発表 ・各テーブルから代表者がテーブル討議について発表。

3分 ７．その他

5分 ８．閉会

2



３．検討ワークショップとは

○ ワークショップとは
■『ワークショップ』とは、あるテーマについて、多くの人たち

の意見を出し合う、市民参加型の会議手法です。
■できるだけ多くの参加者から、いろいろな視点での意見をもら

うことを狙いとしています。（グループに分かれる理由）

★5～6名程度の少人数のグループに分かれ、グループごと
に議題について意見やアイデアなどを出し合います。

★グループ討議では、リーダー・進行役が中心となり議論
を進め、出された意見やアイディアなどを取りまとめま
す。

★出された意見は、それぞれ付箋などに記録し、項目や
テーマなどに分類しながらまとめます。

★グループ討議終了後、各グループでの意見について、全
体で共有するため、グループごとに発表をします。

★最後に各グループでの意見を全体で取りまとめ整理しま
す。

3



４．ワークショップの注意点

○ワークショップ３つのルール（注意点）

自分の意見は
手短に話しましょう

他の人の意見は
しっかり聞きましょう

他の人の意見を否定し
ないようにしましょう

少数で議論しているとはいえ、できるだけ多く
の意見を出し合い、共有するために、できるだ
け手短に話をしましょう。

議論を深め、様々な視点からより良い話し合い
とするため、他の人の意見をしっかりと聞きま
しょう

一見違うように思える意見も発展させたり、背
景や理由を考えたりすると意外に共通点が
あったりします。他の意見はむしろ発展させた
り、相乗りして、より良いアイディアに発展させ
ましょう。
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５．各グループでの検討テーマ・条件

①観光コンテンツ開発 ②特産品開発

5

モニターツアーの内容について検討する。 地域特産品の試食会について検討する。

日程 平成29年8月17日（木）～19日（土）
・17日 朝：札幌発 昼ごろ：幌延着
・18日 終日：幌延町
・19日 午前：幌延町 午後：帰札幌

参加者 札幌国際大学観光学部国際観光学科
教授 河本 光弘ゼミ
＜属性＞ 20代の観光を学ぶ学生・留学生 10名程度

日程 秋ごろ

内容
（参考例）

例１
・町民を対象とした試食会の開催

例２
・既存イベントと連携し、来訪者向けに試食会を開催

例３
・シェフ等の専門家を招聘し、町内飲食店等の関係者
向けに試食会を開催

体験コンテンツ

上記を条件に、以下の視点にてモニターツアーの具
体的な内容について検討する。

食（昼食や夕食）

宿泊（ホテル・旅館／キャンプ等）

学生モニターに求めること

上記を条件に、以下の視点にて試食会の具体的な
内容について検討する。

活用する食材（トナカイ、牛乳、鴨、湧水等）

試食会の対象

試食会の実施内容

連携・協働・協力いただく町内の団体等
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産業振興課企画振興グループ  

１．目的 

○多様な発想に基づき、町民意識や地域の実情に即して自主的、主体的に行う公益性・公共性の高

い活動に対し、町が支援することにより、町民と協働のまちづくりを推進することを目的とします。 

○補助金を活用することにより、ＮＰＯ法人等の新しい団体の立上げや、既存団体の新しい公益的・公

共的事業の実施など、地域の課題解決に向けた新たな協働の取組みを支援します。 

○補助対象事業は公募方式により募集し、審査を経て決定します。 

 

２．補助対象者の要件 

○対象者 

（１）３名以上の町内在住又は町内.に勤務する 20 歳以上の者で組織された団体 

（２）政治活動及び宗教活動を目的としないこと 

（３）営利を目的としないこと 

（４）暴力団若しくはその構成員の統制の下にないこと 

（５）町税等に滞納のないこと 

 

３．補助対象事業 ◇同一の事業内容について、３回まで申請可能 

○町民が自由に参加できるもの、公共サービスを享受できる事業 

○町内で行う公益性・公共性のある事業 ※地域間で連携して実施する事業については対象 

（１）公共的空間及び環境整備等 

（２）地域資源の保全及び有効活用 

（３）地域課題の解決 

（４）町民への公共サービスの提供 

（５）イベント開催 

（６）幌延町の広報普及 

（７）地域人材育成 

（８）地域振興に係る調査研究 

（９）幌延町総合計画等町が策定する計画等の推進に資する活動 

（10）公益的・公共的活動を行う団体設立等（ＮＰＯ法人等） 

（11）その他町長が認める事業 

 ※公共性・公益性に欠ける事業（町等公益的団体から補助金を受けている事業、趣味・慰安的事業、

特定の個人・団体の利益を目的とする事業、単なる物品の購入・配布事業、主たる効果が町外に生じ

る事業）は対象外とする 

 

✩事業例：新たな特産品開発に向けた試作品製造 

 ⇒町産食資源活用（２）、特産品の開発（３）、特産品による幌延町の周知（６） に該当 

 

協働のまちづくり活動支援事業補助制度について 

資料５ 
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４．補助対象事業期間 

○４月１日から１月３１日までの申請で、年度末までに事業の完了するもの 

 ※平成 29 年度～要綱整備後運用開始 

 

５．補助率と補助金の額 

○補助率及び補助金の額は次のとおりとし、予算の範囲内において決定します。 

 ※６月補正予算に 100 万円を計上 

補助率(%) 加算額(円)

300,000まで 100 ー 　例）対象事業費：750,000円

300,000以上 500,000未満 70 90,000 　750,000円×60%＋140,000円

500,000以上 1,000,000まで 60 140,000 　＝590,000円

※事業費限度額～100万円

※補助金交付限度額～100万円（１年度・１補助事業対象者）

※参加者負担金、寄付金、協賛金、その他事業の実施により得た収入は補助対象経費から控除

補助対象経費(円)

 

６．補助対象となる経費 

○補助対象となる経費は、事業実施に直接的に必要で、かつ、社会通念上、補助の対象にふさわしい

支出とし、おおむね次のとおりとします。 

費目 内容 

報償費 講師・専門家等への謝金・謝礼 

旅費 講師等に係る交通費又は宿泊費の実費、視察経費 

需用費 印刷製本費、消耗品費、光熱水費、機械器具等に係る燃料費、作業参加者等

へのお茶代、食材料費 

役務費 広告料、通信運搬費、保険料、役務の提供に要する費用 

委託料 部分的な業務委託 

使用料・賃借料 機械等の賃料、物品及び会場使用料・賃借料 

原材料費 種苗、賄材料、敷き砂利、木材等 

その他 町長が特に必要と認めたもの（個別に判断） 

 

７．その他 

○補助採択事業（内容・成果等）は、原則すべて公開とします。（広報誌・町ＨＰ） 

○違法、不当な行為等あった場合、補助金の一部又は全部を返還していただきます。 

○町は、事業における町広報誌、町ホームページ、告知端末機の掲載、後援に関して便宜を図るよう

調整します。 

○補助事業の実施や準備、打ち合わせなどのため、町有施設を使用する必要がある場合には、使用

料の減免など施設の利用に関して便宜を図るよう調整します。 
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